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何が起こったか：

プラスチックビーズはこの篩を通り
自然落下する設計になっている。そ
のビーズには可燃性の揮発性物質の
ペンタンが微量含まれており、処理
中に放散させるのである。この篩は
ペンタンを爆発限界以下の蒸気濃度
にするように、空気を吹き流す設計
となっていた。ある晩のこと、すべ
てのことが順調に運んでいると思わ
れたとき、運転員たちはバン！とい
う大きな音を聞いた。彼らが直ぐに
調べてみると、篩から炎が出ている
のが見えた。消防隊の素早い活動に
より鎮火し、負傷者は出なかったが、
そのプラントは修理のために運転停
止となった。
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重要な安全装置は多様である。それらを理解し、活用せよ！

同様な問題を防ぐには
何ができるか？

安全防護が設置されており、それが適
切に作動しているかを確認するため、定
期的に全てを検査すること。検査にはイ
ンターロックも含むこと－インターロッ
クが組み込まれており、それが作動する
か？エアパージも安全対策であることを
忘れないこと。

静電気はどこにでもあり得ると心得る
こと。設計が良く、保守システムが良け
れば静電気は抑制できる。

一部の設備には接地ケーブルが設けて
ある。もし、それらが損傷していたなら
直ちに交換して、“放電”の可能性を排除
すること。

火災の三要素すべてが同時に同一場所
に存在しないようにすること。

これはどのようにして起こり得たのか？

・空気中を落下しているプラスチックビーズは帯電する。
この帯電量が十分大きい時には放電する。

これが静電気放電である !!

・これらのビーズは揮発性可燃物であるペンタンをわず
かに含んでいた。ビーズが落下する際、一部のペンタン
が蒸発し可燃性雰囲気を作った。

・篩から可燃性物質を吹き飛ばす為のエアパージは適切
に働かなかった。この重要な安全システムが機能せず、
空気流量が極めて少なかったために、可燃性雰囲気を発
生させることとなった。

・パージエアを吹き流すシステムには、篩の運転に対し
てインターロックが組み込まれておらず、空気の流量が
低下しても警報が鳴らなかった。

・そして、ご承知の通り－

可燃性雰囲気中の放電＝ドッカーン !!! 

PSIDメンバー － 自由検索エリアで”静電気“を調査のこと。

静電気＋可燃物＋空気＝？？

あなたはそれを－爆発と火災－と推測しただろう！
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これは静電気放電による爆
発後の煤煙で覆われた篩の
写真である。

篩棚

煤煙と火災に
よる損傷


